くまがわ 

立 止って 道に しゃがんだ。 久万 川の 土手に 沿うた 一丸 

の 二番 稲が あって その 中に 鴨が 居る と 見える。 網を斜 

めに 下向け てし きりに ねらって いる。 自分 等 も 息を殺 

して 見て いると たちまち 頭の 上でば さ/ \ と 音が する _ 

とんぼ ほ 力 

蜻艇が 傘に とまって いたのが 外の とんぼと 喰い 合って 

小 溝へ 落ちそう にして ぶいと 別れた。 溝からの 太陽の 

反射で 顔が ほてる ような。 要太郎 はや はりね らいな が 

ら田を 廻って いる。 どうも 嶋は 居ぬ らしい。 後の方で 

けん 

ダ ー ダ ー と 云う 者が あるから ふりかえ ると、 五、 六 間 

あぜみち 

後の 畔道の 分れた 処の 石橋の 上に 馬が 立って いる。 そ 

の 後に ついてい るの は 十五、 六の 色の 黒い 白 手拭 を 



冠った 女の子であった。 馬 は どっちへ 行こうかと 云う 

風で 立 止って いると、 女の子 は 馬の 腹 をく ぐって 前へ 

まわって また ダ— ダ— と 云いながら 新 屋敷の 方へ 引い 

て 行った。 嶋は やっぱり 見えぬ らしい。 要 太郎も 少し 

だれ 気味で 網 を 高く 上げて 振る と バタ/ \ と 一 羽 飛び 

出して 堤 を 越して 見え なくなった。 要 太 郎の指 を さす 

通りに ダサく と 下駄の 踏み込む 畔を 伝って 土手へ 上 

ると、 精の 足元から また 一 羽 飛び出して 高く 舞い 上 

がった。 一一 、三度 大 廻り をして 東の 方へ 下りた。 「何処 

へ 下りました ぞ のうし ご 「ァ ソコに 木が 二 本 ある ネ —。 

あの 西の方に 桑が あるだろう。 あの 下 あたりの よう 



だ ご 要 太郎は 黙って 堤 を 下りて 行った。 堤に は 一面 

の はぎ いばら 

すすき 野 萩 茨が しげって 衣 物に ひっかかる。 どう 勘 

違いした のか 要太郎 はとんで もない 方へ 進んで いる。 

声を掛けようかと 思った が 鳥 を 驚かして はならぬ と 思 

しぎ 

うて 控えて いると 果然 嶋は 立った。 要 太郎は 舌打ち を 

したと 云う 風で あつたが 此方 を 見て 高く 笑うた。 そし 

て 二 本 並んだ 木蔭へ 足 を 投げ出して 坐って 吾等 を 招い 

た。 「ド— ダネ。 マ— 一服 やって 縁起 を 直して は。 巻 

煙草 を やろ かご 「； ^ -— ぁリ がと ございます —— 。 昨日 

は 私の 小さい 網で 六 羽 取りました がのう しご 今に 手 

並 を 見せる と 云う 虱で。 



いと 肉が 落ちる と 云う ので 要 太郎が 鳥の 脇腹 をつ まむ 

と 首が ぐたり となった。 脆い もので。 これが 手始めで 

それから は 取る は 取る は、 少しの 間に 五 羽、 外に 

小 胸 黒 を 一羽 取った。 近頃 このく らい 面白かった 事 は 

ない。 「今 晚嶋の 御化けが 来る ぜご 「来たら 脇腹 をつ 

まんで やら あ。」 

(明治 三十 四 年 九月) 
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